
令和６年度シラバス（芸術）    学番４１ 新潟県立見附高等学校  

教科(科目) 芸術（美術Ⅰ） 単位数 ２単位 学年(コース) １学年（普通科） 

使用教科書 日本文教出版「高校生の美術１」 

副教材等 なし 

  

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー 卒業までに次の資質・能力を育成する。 

①「深慮にして実践」「誠実にして勉励」「和親にして敬愛」の教育目標の下、物事に

主体的に取り組む姿勢を育成する。 

②自身の健康を保ちつつ、社会的な自立を目指し、多様性を尊重しながら他者と協

働して取り組む力を育成する。 

③教科横断的な視点をもち、様々な学習活動をとおして、創造力、行動力、コミュ

ニケーション能力を育成する。 

カリキュラム・ポリシー 資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。 

①生徒一人ひとりの目標や進路希望が実現できる教育課程を編成し、教育活動を展

開する。 

②３年後の進路を見据えた学力の定着と活用に向け、ＩＣＴ機器を活用するなどし

て、主体的・対話的で深い学びと探究的な学習を行う。 

③自己の在り方生き方を探究するため、「総合的な探究の時間」を主軸に、課題発見・

解決、自己表現の育成に取り組む。 

④様々な状況や環境に対応し自己の力を向上させるため、ボランティア活動やイン

ターンシップ、外部検定試験など、生徒が自ら挑戦できる機会となる情報を積極

的に提供する。 

⑤学校行事や部活動などの生徒の主体的な活動の支援に向け、安全・安心な教育環

境に努める。 

 

２ 学習目標         
・美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を重ね、社会や生活の中の美術や美術文化
と幅広く関わる資質・能力を育成する。 

 

３ 指導の重点                  
・表現、鑑賞ともに基礎的・基本的技能の定着をはかる。 
・楽しく美術の活動に取り組ませ、美術を愛好する心情を育てる。 
・対象の造形的なよさや美しさを感じ取り、美意識を高める。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・対象や事象を捉える造形的な視点に
ついて理解を深めている。 
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、
創造的に表している。 

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と
創意工夫、美術の働きなどについて考
え、主題を生成し価値意識をもって美
術や美術文化に対する見方、感じ方を
深めたりしている。 

・主体的に美術の幅広い創造活動に取
り組もうとしている。 

 

 

 

 

 

 



５ 評価方法 
 
 
 
評 
 
価 
 
方  
 
法 

各観点における評価方法は次とおりです｡ 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

以上の観点を踏まえ、 
・作品の内容・提出状況 
・レポート 
などから、評価します。 

以上の観点を踏まえ、 
・作品の内容・提出状況 
・レポート 
などから、評価します。 

以上の観点を踏まえ、 
・作品の内容・提出状況 
・授業態度 
・出席状況などから、評価します。 

内容のまとまりごとに、各観点「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」で評
価します。 
内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画                             

   

 

 

 

 

 

 

 

 

月 単元名 授業時数 教材名 学習活動(指導内容) 時間 評価方法 

４ 

５ 

○デッサン 11 鉛筆デッ

サン 

 

観察力を養いデッサンの基礎を

学び、描写の技能を高める。 

11 授業の取組 

作品 

６ 

７ 

○色彩学 11 カラーワ

ーク 

色の要素や１２色相環、配色につ

いて理解する。 

11 授業の取組 

作品 

８ 

９ 

10 

○油彩画 21 

 

静物画 

 

モチーフの観察、油絵の具の表現

を工夫し、空間の表現に努める。 

21 授業の取組 

作品 

11 ○鑑賞   ６ 教科書・

生徒作品 

作者の心情や意図、表現の工夫な

どについて理解を深める。 

６ 授業の取組  

レポート 

12 

１ 

２ 

３ 

○立体デザイン 21 クラフト

デザイン 

木製のスプーン制作を通して、立

体物をデザインする際のポイン

トを理解し、機能性や素材を生か

すデザインについて学ぶ。 

21 授業の取組 

作品 

レポート 

                                                  ７０時間（50分授業） 

 

７ 課題･提出物等 
・題材ごとに制作した作品を指定した期日までに提出することになります。 
・題材によっては、作品の他に練習課題等の提出もあります。 
・文化祭には制作した作品を展示します。 
・夏季休業中の課題は別途指示します。（風景スケッチ等） 
 

 

８ 担当者からの一言 
・私たちは、美術と日常生活の中で無意識のうちに大きく関わっています。 
・作品制作を通して自ら考え、工夫する力を養ってください。 

 

 


